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3.1.1 本学周辺地域の模型化 1) 
図 1 に本学周辺地域 4 ㎞×3 ㎞の範囲を示す。本学、寝屋川市駅、香里園駅および寝屋
川市役所等を含み、本学の地域活動実績がある成田山、寝屋川市立第八中学校および八木
邸等を網羅する範囲をまとめると、東西 4km×南北 3km の範囲となった。本研究ではキャ
ンパスの具体像の視覚化をするため、一般の方でも大学周辺地域の理解を深めやすいよう


























図 1 本学周辺地域（3 ㎞×4 ㎞） 












3.1.2 本学周辺地域の水害リスク 1)、2) 
2016 年 8 月 14 日、寝屋川市内では 162mm/時の大雨に見舞われ 3）、摂南大学周辺地域の池田





表 1 に水路に対する事前調査と詳細調査の概要を示す。事前調査日程は 12 日間であり、その
内 3 日間は雨天時に調査した。また、事前調査項目は水路幅、水の有無及び流れの有無など全
10 項目とした。詳細調査は前日が晴天だった 11 月 21 日と前日が雨天だった 28 日（総雨量





その結果、総雨量 33mm の雨が降った翌日、晴天時に比べ最大 35mm 水位が上がる水路があっ
た一方で、43mm 水位が下がった水路もあった。これは、ポンプ制御により配水されているこ













晴 0mm 20.5℃ 13.3℃
晴 1mm 16.8℃ 12.2℃
雨 33mm 12.2℃ 10.9℃













































3.1.3 本学周辺地域の地震被害想定 5) 


















図 3 池田中町（大学周辺）水路調査結果 1)，2) 



















































表 2 寝屋川市総合医療防災研修概要 7) 




















































3.2.2 寝屋川市民に対するヒアリング結果  
図 6 に寝屋川市民等へのヒアリング調査概要と回答結果を示す 10)、11)。池内研究室では 2017
年度に寝屋川市立石津小学校に対して、「摂南大学にできるかもしれない広場の絵を描いてみよ
う！」（3.3 節）とのプログラムを実施し、その広場案 51 枚を摂大祭で展示した。ヒアリング
対象者はその展示を鑑賞していた人（児童の保護者等）である。ヒアリング項目は、「広場に対
する意見」、「摂南大学の利用について」、「今後欲しいスペースについて」等とした。その結果、
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図 6 寝屋川市民へのヒアリング調査概要とその結果 10)、11) 
回答者数 22、総抽出数 139 
回答者数 18、総抽出数 115 
図 5 学内地域活動団体へのヒアリング調査概要とその結果 10)、11) 
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3.3 新敷地を活用した本学寝屋川キャンパスに対する提案（2016 年度・2017 年度） 








設定した。クリエイエティブセンター案（図 7 右側）は、2017 年度建築学科設計演習Ⅱa の課






図 7 内下部に示す正門道路（149 号線）沿い拠点施設案（小林（建築学科教員）および小林
研究室、2017）および新校舎案（稲地（住環境デザイン学科教員）および稲地研究室、2017）
は、摂南大学融合科学研究所 WG（施設）によって提案された。小林は、現キャンパスの保有




が、地域資源の創出につながることを意識している 10)。また、稲地は、建築系 2 学科（住環境
デザイン学科および建築学科）のクリエイティブな成果創出を可能にする新校舎として、また、
その中に融合科学研究所のスペースを含む建物を提案した。 






































































































 図 8 に新しいキャンパスのゾーニング提案を示す。キャンパス北東部の地域開放エリアには、
3.3 節で提案された並木道やバス停案を採用し、カフェやバス待ち合いと兼ねられるような広
場を配置した。また、図 7 では並木道の終着点は現 7 号館であるが、7 号館と 3 号館は耐震性 
不足のため取り壊し、並木道を現 10 号館まで延長した。よって、10 号館前の中庭は現在より 
広く豊かな空間となる。また、現ラグビー場周辺の地域開放エリア（図 8 内中央部）には、現
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